
学校教育予算における決算推移

学校教育予算における人口一人当たりの決算額は北河内、府内平均を共に大きく上回る

（平成23～令和２ 10年平均）

北河内、府内平均
を大きく上回る

学校教育予算の決算額推移

守口市10年平均

58.6億円

※学校教育予算とは、教育総務費及び小・中学校費

学校教育予算における
人口一人当たりの決算額
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学校教育予算における決算推移（ハード整備）

守口小学校等
耐震化事業

北河内 1位

北河内

学校教育予算におけるハード面の人口一人当たりの決算額は府内１位

ハード面の決算額推移
※ハード面とは、小・中学校の耐震化事業、新築事業など

府内１位

学校施設における有形固定資産減価償却率
※：数値が低いほど施設が新しいことを示す

さつき学園、
樟風中学校
新築事業等

さつき学園、
樟風中学校
新築事業等

よつば小学校、
寺方南小学校
新築事業等

さくら小学校
新築事業等

学校教育予算におけるハード面の
人口一人当たりの決算額
（平成23－令和２：10年平均）

⇒ 学校耐震化完了の後は、地元の理解を得て、学校統合を積極推進、
府内初の義務教育学校を始め、数々の新校設置で児童生徒の教育環境を向上

守口市10年平均
34.5億円

守口市10年平均
（耐震除き）
27.3億円

府内１位



学校教育予算における決算額推移（ソフト施策）

（平成23－令和２：10年平均）

学校教育予算におけるソフト面の人口一人当たりの決算額は北河内・府内平均を上回る

学校教育予算におけるソフト面の
人口一人当たりの決算額

（平成23－令和２：10年平均）

北河内・府内
平均を上回る

ソフト面の決算額推移

※ソフト面とは、小・中学校の維持補修費、建設事業費、基金積立金を除いたもの

⇒ ソフト施策の取組は各市多様だが、学力向上等単独事業の強化により、人口一人当たりでみても
近年は充実の方向

守口市10年平均
21.3億円

＜本市の主なソフト事業等＞
・土曜日学習事業
・スクールサポートスタッフ配置事業
・中学校等放課後学習支援事業
・学力向上推進教員配置事業


